
【数学 III】 

〜ClassPad.net の ClassPad Math・各種ふせん機能を活⽤する〜 

積分法の応⽤ 体積を求める解法を理解し慣れる授業 
⽴体の体積を求める解法を、⼗分に理解し活⽤できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リンクふせんから、⽴体が分割され
る CG 動画、たとえば YouTube 動画
の「なぜ円錐の断⾯は楕円になるの
か」
（https://www.youtube.com/watch?v
=f12lJrFnVjs）などを⾒せ、視覚的
な理解を促す。 
 
 

 

概要の説明 
積分法の応⽤として、⽴体の体積の計算
に関する基本的な解法を理解し、⾝につ
けることを⽬標とする。 
 
 
 
 
 
 
導⼊・公式の説明 
・区分求積法の考え⽅を利⽤して⽴体の

体積を求められる点 
・⽴体の断⾯積と体積の公式の説明 
・公式が成り⽴つ理由 
これらを図を⽤いて視覚的に説明する。 
 
 
 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：積分による体積の計算という思考⼒が必要な単元の学習において、提出管理によ

る理解度の把握やグループワーク機能の活⽤で、解法を⾝につけさせる。 
⽣徒向けの⽬標：⽴体の体積を計算する⽅法を視覚的に理解し、実際に問題に取り組むことで解法

に慣れる。  

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減  ：ClassPad Math やカメラふせんの活⽤で、多量に登場する図を板書する⼿間

を省き、視覚的に理解しやすくする。 
・協働学習促進  ：送受信機能を利⽤しながらグループのメンバー間で解説し合わせたり、1 つの問

題に協⼒して取り組ませたりすることで、解法に慣らし、理解を深めさせる。 
・個別最適学習促進：送受信機能や提出管理機能により、⽣徒個⼈の理解度を把握し、適切なフォロー

を⾏うことができる。 
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断⾯図については、教師が提⽰する
もの・⽣徒に提出してもらうものの
どちらも、ClassPad Math を⽤いて
作成する。完成したものは授業⽀援
機能を⽤いて提出してもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループで考える際には送受信機能
を⽤いて、各グループが描いた図や
考えを送信し合ってもらう。 
また、断⾯積は数学ふせんを⽤いて
計算させ、⼀定の時間後、授業⽀援
機能を⽤いて回収する。発表しても
らう際は、数学ふせんを電⼦⿊板・
プロジェクターに映しながら説明し
てもらう。 
 

 
 
 
 
 
扱った公式を数学ふせんにまとめる
際、より⾒やすく配置して⽰すこと
でそれぞれの違いを明らかにし、混
同を防ぐ。 
宿題は、授業⽀援機能を⽤いて送信
する。 
 
 
 
 
 
 
YouTube 動画「回転体の体積❶x 軸
の周り【⾼校数学】積分法の応⽤＃
１５」
（https://www.youtube.com/watch?v
=UpOXuLSAtNo）の URL を貼り付
けたリンクふせんを授業⽀援機能機
能を⽤いて配布し、視聴を促す。 
疑問に思ったことなどはテキストふ
せんに記載してもらい、次回授業ま
でに教師に提出するよう指⽰する。 
 
 
 
 
 

解法説明 
円錐など、体積を求める公式が既習である⾝
近な⽴体について積分法を⽤いて計算する例
題の解説を⾏う。このとき断⾯を意識し、断
⾯積を⽂字式で表すことを強調する。その
後、⾓すいなど例題とは異なる⾝近な⽴体を
⽤いて断⾯・断⾯積がどのようになるかを
個々に考えさせ、提出してもらう。全体の理
解度次第で再度解説を⾏う。 
 
 
 
 
 
応⽤ 
⽴体の⼀部を切り取ったものなど、⾝近でな
い⽴体を扱う例題を提⽰する。その後はグル
ープに分かれ、断⾯の形状について考えさ
せ、提出してもらう。良いものがあれば、図
を提⽰しながら発表してもらう。 
その後、回収したものを改めて確認し、理解
度に合わせて細く説明を加え、理解が進んだ
ら続いて断⾯積を個々に考えてもらい、時間
で区切りをつけて解説する。 
 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
授業内で取り扱った公式や解説した解法を⼀
般化したものを⽰し、振り返りを⾏う。 
⽣徒の理解度に応じてヒントを加えた問題や
その類題を宿題として出す。 
 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
次回の授業で扱う回転体の体積について、予
習となる導⼊動画を共有し、スムーズに授業
が進められるようにする。また、動画を⾒て
疑問に思ったことなどを、次回授業の前に回
収する。 
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